
 
 
 

 
 
 
 

 

 成長の手応え … 1年間ありがとうございました
 

　令和７年度もいよいよ最後の月となりました。2月20日(金)に開催した「授業参観・懇
談会」並びに「感謝のつどい」には、多くの方々にご参加いただき、ありがとうございま
した。子どもたちは、この一年間、皆様に温かく見守られ、心身ともに大きく成長するこ
とができました。また、この一年間、保護者や地域の皆様のご理解ご協力の下、本校のス
ローガン「成長の手応えがある学級・学校」の実現に向け、全職員が心をひとつに、日々
の教育活動に邁進することができました。これもひとえに皆様の温かいご支援の賜物と深
く感謝しております。 

 

    令和７年度 第54回卒業証書授与式

　令和７年度 第54回卒業証書授与式を実施いたします。
これまで最高学年として高野小学校で「成長」してきた
６年生101名が、慣れ親しんだ学び舎を巣立っていきま
す。支え導いてくださった多くの方々に感謝するととも
に、立派に卒業できるよう、準備を万全にして参ります。 
 

　〇 期　日　　令和８年３月19日（木） 午前８時50分より 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（児童・保護者、来賓受付 8:15～ 8:30）  

　〇 会　場　　高野小学校　体育館 
 　〇 参加者　　卒業生、保護者、来賓、本校教職員　※ １～５年生は自宅学習 

 
 

 安心・安全な学校づくりに向けて

    雨で延期となった通学路における不審者対応避難訓練を実施します

 〇 期　日　　令和８年３月12日（木）14:40 ～ 15:10頃 
  〇 内　容 

　・児童が通学班で担当（教職員）と一緒に下校し、通学路上（もしくは　
　　付近）の「こどもを守る110番の家」を訪問する。 
 
　・「こどもを守る110番の家」の表示があることを確認し、あいさつを行う。 
 　　→ ご在宅の場合 … 通学班の班長が担当とともにあいさつをする。 

　　→ ご不在の場合 … 訪問カードをポストに投函する。 
 
 ※ 訪問させていただくのは、「こどもを守る110番の家」にご登録されているお宅のうち、通学路上の
 　 お宅で、各登校班につき１件のみです。訪問させていただいた際には、ご協力をお願いいたします。
 　 ご不在の場合は、上記のような対応といたしますので、ご在宅いただく必要はございません。 
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  主な行事予定 
 

 

４日（水） 学校保健安全委員会 ２日（木） 新入生学級発表
５日（木） ６年生を送る会 委員会活動（最終） ７日（火） 新任式・始業式（11:30下校）

12日（木） １年生読み聞かせ ８日（水） 第55回入学式（11:30下校）
13日（金） 卒業式予行 PTA全体委員会
18日（水） 卒業式準備 ９日（木） 2～6年生給食開始 委員会活動

（1～4、6年13:25、5年14:45下校） （1年生11:20下校～4/14)
19日（木） 令和７年度 第54回卒業式 15日（水） １年生給食開始 １年生を迎える会
20日（金） 春分の日 16日（木） 全校一斉下校14:40
24日（火） 令和７年度修了式（給食なし） 21日（火） 家庭訪問（ポスティング）～4/28

（1～4年11:10、5年11:40下校） 23日（木） 全国学力・学習状況調査（６年）
25日（水） 学年末・学年始休業 ～4/6 25日（土） 授業参観・PTA総会・懇談会
31日（火） 令和７年度離任式（11:10下校） 27日（月） 振替休業日

29日（水） 昭和の日
30日（木） 月曜日課

 

 高野小スケッチ

2/9～ ５年生ミシン授業 2/17 伝統文化継承事業 2/20 授業参観・懇談会

　先日閉幕したミラノ・コルティナオリンピックのテレビ中継では、メダリストの笑
顔やすばらしい演技が放送されました。一方、勝利のためのチャレンジには「転倒」
や「敗北」がつきもの。失敗は、その選手が「自分の限界を超えようと挑んだ証」で
もあります。守りに入ればミスは減るかもしれませんが、勝利した自分に出会うこと
はできません。 
 　「あんなに練習したのに、ダメだった。」 
 　そんな絶望から、選手たちはどうやって立ち上がるのでしょうか。 
　そのヒントは、失敗した直後の「表情」や、その後の「インタ 
ビューの言葉」にあります。悔しさをどう言葉にし、どう前を向 
こうとしているのか。そこに、「レジリエンス（折れない心）」の 
学びがあります。スポーツの世界だけでなく、子どもたちの日常 
（算数のテスト、縄跳びの練習、友人関係）も失敗の連続です。 
 　ミラノ・コルティナの雪原や氷上で、選手たちが見せてくれた姿。「金メダルが取
れなくても、前を向く姿」こそが、子どもたちの未来を支える本当の手本になるでし
ょう。だからこそ、子どもたちには、メダリストを称えるだけでなく「挑戦する背中」
にも敬意を払い、そのひたむきな姿を自分の力にしてほしいと願っています。


